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1． まえがき 

弓道には射法八節という基本動作がある．それぞれ

の動作は弓道において大事な動作であり，特に「会」は

的中に左右する重要な動作である．しかし，「会」につい

てはあまり研究が行われていないため，本論文では

「会」における初心者の射型を向上させることを目的とし

た支援システムを構築する．このシステムは，ビデオカメ

ラで被験者の射型を撮影し，その映像と規範となる図と

をリアルタイムに合成し，合成した映像を眼鏡に装着し

たモニターに表示させる構成をとる．このシステムの有

効性を調べるため，アンケート調査を行った結果，初心

者の射型向上に役立つという結論が得られた． 

 
2． 会の状態 

 本研究で取り扱う動作である「会」は，弓道の教本[1]

に「精神・身体・弓矢が渾然一体となり，満を持し気迫を

たたえ，間断なく天地左右に伸張して発射の機を熟さ

せる頂点で，まさに弓射の極致である」とあるように，射

法八節の中でも，特に大事な動作であり，最も的中に左

右する動作である．「会」の状態を図 1 に示す. 

 
図 1 会の状態 

 

3． システムの構築 

3． 1 規範原図 

本システムでは，被験者の映像と重ね合わせる規範

となる図が必要である．規範として用いる図（規範原図と

呼ぶ）は，教本の図を参考に作製した．教本の図と規範

原図を図 2 に示す 

    
（a） 教本の図         （b） 規範原図 

図 2 規範原図の作り方 

 

3． 2 規範原図のフィッティング手法 

 本システムでは，原図に対して拡大・縮小を行うことに

より，利用者の体格にフィットさせる手法を採用した．こ

の手法の有効性を確認するために，実際に被験者の

「会」の状態を撮影し，これに拡大・縮小した規範原図を

重ね合わせるということを行った．拡大・縮小を行った規

範原図を規範図と呼ぶ．被験者は高校生 8 名，大学生

7 名，社会人 9 名の計 24 名である．その結果，図 3 に

示すように被験者の画像と規範図がうまくフィットするこ

とが確認できた．図 3（a）が合成前の被験者の画像，図

3（b）が合成後の画像である．この手法を元に，身長を

入力することで規範原図を拡大・縮小し，規範図を作り

出す規範図生成部を作製した． 

    
（a） 合成前             （b） 合成後 

図 3 被験者の画像と規範図との合成例 

 

3． 3 構成 

 撮影機材のビデオカメラは SONY 社製の HVR-A1J で

ある．映像と規範図を合成する機材は ADTECHNO 社

製の Tempest SX を用いる．モニターは単眼式 HMD

（ Head Mounted Display ） で あ る SCALAR 社 製 の

Teleglass を使用する（図 4）． 

 
図 4  Teleglass 

 

システムの構成を図 5 に示す．キーボードから身長を

入力することで規範原図を拡大・縮小し，規範生成部か

ら規範図を作製した後，利用者をカメラで撮影し，その

映像と規範図を Tempest SXで合成を行う．そして，その

合成図を Teleglass へ出力する．出力結果は 3．2 図 3

（b）のようになる． 
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      図 5 システム構成図 

 
4． 検証 

4． 1 検証環境 

被験者は長崎市営弓道場で練習を行う高校生 8 名，

大学生 9 名，社会人 13 名の計 30 名を対象とした．本シ

ステムの有効性を検証するために，被験者は「会」の状

態になり，規範図の射型に合うように射型を正してもらう

ということを数回行った． 



4． 2 アンケート 

本システムは初心者の射型向上に有効であるかどう

かが重要である．検証後，アンケートによる評価を行っ

た．アンケート項目を表 1 に示す． 

 
表 1 アンケート項目 

項目番号                内容 

    １   該当する段・級位，経験年数をご記入ください．また，段・級位がない

方は「なし」とご記入ください． 

   2    このシステムは初心者の射型向上に役に立つと思いますか．該当す

る番号に○を付けて下さい． 

（１）非常に役に立つ （2）やや役に立つ （3）どちらともいえない  

（4）あまり役に立たない （5）全く役に立たない 

3     規範図と映像の合わせやすさ（直しやすさ）について質問します．各

項目の該当する番号に○を付けて下さい． 

（１）非常に合わせやすい （2）合わせやすい （3）どちらともいえな

い （4）やや合わせにくい（5）非常に合わせにくい 

a．中心線 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

b．勝手の角度・肘 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

ｃ．押し手の高さ (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

d．左右のバランス (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

e．足踏みの開き具合 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

f．肩の位置 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

ｇ．手の内 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

   ｈ．つま先の角度 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

   4     規範図と映像の見やすさについて質問します．各項目の該当する番

号に○を付けて下さい． 

 （1）非常に見やすい （2）やや見やすい （3）どちらともいえな

い  （4）あまり見やすくない （5）非常に見にくい 

a．モニター (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

b．規範図  (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

ｃ．自分の映像 (１)  (２)  (３)  (４)  (５) 

 5 その他に，気付いた点がございましたらご記入ください． 

 

4．3 アンケート結果 

項目 2 に関するアンケート結果を図 6 に示す．項目 2

では非常に役に立つ，役に立つと回答した被験者が合

わせて 26 名おり，全体の 8 割以上を占めた． 
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図 6  項目 2 のアンケート結果 

 

 項目 3 では，全体を通してみると合わせやすいという

回答が多く得られ，規範図の射型に被験者は合わせや

すいという結果が得られた（図 7）．  
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(a) 中心線            (b) 勝手の角度・肘 
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(c) 押し手の高さ          (d) 左右のバランス 
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(e) 足踏みの開き具合           (f) 肩の位置 
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(g) 手の内             (h) つま先の角度 

図 7  項目 3 のアンケート結果 

 

項目4に関するアンケート結果を図8に示す．全体的

にやや見やすいが各項目の大半を占める結果となっ

た． 
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(a) モニター 
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(b) 規範図        (c) 自分の映像 
   図 8 項目 4 のアンケート結果 

 

4．4 考察 

 項目 2 に関するアンケート結果から，被験者全体の 8

割以上が非常に役に立つ，やや役に立つと回答してお

り，初心者の射型向上に役立つことが示された． 

 項目 3 では，規範図は合わせやすいという回答の数

が全体を通して多く得られていた．合わせやすいという

ことを，射型を直しやすいと捉えることで，本システムの

規範図は射型向上に役立っていることがといえる． 

また，モニター，規範図，自分の映像に関しても高評

価を得たことから，本システムの有効性が示された． 

 

5． あとがき 

本研究では，初心者の射型向上を目的としたシステ

ムを構築し，その検証を行った．その結果，このシステ

ムが初心者の射型向上に非常に役に立つことが確認で

きた．また，規範図は被験者が射型を正す指針になると

いうことがいえ，モニターなどの見やすさも高評価を得

たことから，このシステムの有効性が示された．しかし，

被験者から指摘された多方向からの映像の追加やモニ

ターの拡大化については今後の課題としたい． 
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